
記録：第 356 回海外邦人安全対策連絡協議会 

 

 ３月 14 日、「第 356 回海外邦人安全対策連絡協議会」を開催したところ、概要につ

き以下のとおり。主な議題は、①インドネシアのコロナ規制の状況、②ラマダン月

（断食月）の安全対策、③治安関係の状況の報告など。 

 

１．冒頭 

（大使館総括公使） 

 特段の報告事項はなし。 

 

２．医療関連状況について 

（大使館医務官） 

 新型コロナの感染状況については、感染者数の数字を見ると先月と横ばいで推移し

ている。それ以外では、少し情報は古いが２月末に現地の医師から話を聞いたとこ

ろ、最近デング熱の症例が少し増えてきている。東南アジア全体でも増えているとい

うニュースもあるので、いわゆる防蚊対策など引き続きご留意いただきたい。 

 

３．治安ならびに邦人に関わる最近の事件・事故報告 

（大使館警備班書記官） 

 ２点ほどお願いさせていただく。 

１点目は、３月２３日辺りからラマダンについて。このラマダン期間は４月２１日

までとされているが、その後２３日あたりまで含め１か月強のラマダン月に入る。こ

れに伴い例年お願いさせていただいているが、ラマダン期間中はイスラム教徒の方に

とっては神聖とされる期間になるので、この期間中は特にイスラム教の習慣を尊重い

ただき、現地の人の感情を害さないような行動に気を付けていただきたい。飲食店な

どでもお酒を出さなかったり店を閉めたりすることがあると思うが、人目に付く場所

で騒いだりしないようご注意いただきたい。また、ラマダン期間中も引き続きテロへ

の警戒も怠らないようにして頂きたい。昨年１２月にはバンドンの警察施設において

自爆テロが発生している。テロの標的となりやすい場所は、警察署等の治安関連施

設、宗教関連施設、商業施設など不特定多数の人々が集まる場所。そういった場所を

訪れる場合は、周囲の状況に十分注意を払っていただき、不審な状況があればその場

から速やかに離脱するよう、自身の安全確保に努めてほしい。また例年レバラン・ラ

マダン期間中は、一般的な犯罪も増える傾向にある。邦人が遭いやすい被害は、ス

リ、置き引き、金銭目当ての窃盗など。日頃からお願いしている基本的な防犯対策を

怠らないようにしていただきたい。 



２点目は、邦人被害に関して。まず１件目は、ひったくり被害の報告を受けた。こ

れは駐在員ではなく観光目的で当地を訪れた邦人男性が被害に遭われたものだが、日

時は２月中旬の夜９時頃、場所は北ジャカルタのマンガブサール周辺になる。状況は

被害者の方が買い物をするために午後９時頃にマンガブサールのホテルから外出して

車道を渡っていたところ、バイクに乗った二人組に、旅券や現金、クレジットカード

等が入ったカバンを奪われたという被害。その方はショルダーバッグを使っていた

が、身体的被害なくショルダーバッグを持っていかれたとのことで、その方によると

ショルダーバッグの肩紐などを切った上で奪われたのではないかとのこと。特に夜間

の徒歩での外出は十分気を付けていただきたい。 

その他、ブロック M での出来事で、今月上旬の深夜３時に邦人がカバンを路上に置

いていたところ無くなっていたという事案があった。おそらく飲酒されていたもの

で、置き引きか遺失か分からないが、身の回りの所持品の管理には気を付けていただ

きたい。また、空港で旅券を無くすケースも複数報告がある。空港到着時は旅券等を

どこに入れたか分からなくなることがあると思うが、取り扱いには十分ご注意いただ

きたい。 

 

 

４．各社・機関からの状況報告 

（企業からの報告） 

 特段の報告事項はなし。 

（企業からの報告） 

 コロナの感染者はなし。日本は先日からマスク着用のガイドラインが変わったかと

思うが、インドネシアではそういった公的なコメントがないので、弊社内では検温な

ど従来通りの感染対策を継続している。 

（大使館領事部長より、以下を説明。） 

・ マスクの着用については、インドネシアでは既に、屋外やモール等広い空間があ

る建物内では既に外して良いことになり、密集する空間がある建物内ではマスク

着用を推奨するというような案内があった。その後変更はないと思われるが、当

館でも引き続きフォローし、何か情報があれば共有させていただく。） 

（企業からの報告） 

  特段の報告事項はなし。 

（企業からの報告） 

 コロナの感染者はなし。出入国に関しても問題なし。弊社内は引き続きマスク着用

を義務付けている。 

 東部工業団地側の情報として、先ほど大使館からも報告があったとおりラマダン月



（断食月）に入る。東部工業団地側の工場では、かなりの企業で、就業時間が１時間

ほど早くなる傾向がある。これにより出勤と退勤の時間が早まるため、渋滞の時間帯

も変わると思われる。移動の際にはご注意いただきたい。 

（企業からの報告） 

 特段の報告事項はなし。以前大使館から国内の災害関係の話があったが、BNPB

（国家災害対策庁）からも 2022 年のインドネシア全土の災害の状況の数値がウェブ

サイトで３月１日に更新されている。全体の件数としては 2021 年より少ないが、引

き続き全土で災害が起きているので、お時間のある時に確認いただくと良いかと思

う。 

（企業からの報告） 

 特段の報告事項はなし。質問となるが、先ほどのデング熱が増えているという話に

関連して、以前、武田薬品から、デング熱ワクチンがインドネシアで承認されて近々

販売されると発表があったが、もしこの件で新しい情報があれば共有いただきたい。 

（大使館医務官より、以下を説明。 

・ 当地日系医療機関より、近日ジャカルタにワクチンが入ってくるという情報があ

ったが、その詳細については現時点で把握していない。 

（企業からの報告） 

 コロナの感染者はなし。その他報告事項もなし。 

（企業からの報告） 

 特段の報告事項はなし。 

（企業からの報告） 

 特段の報告事項はなし。質問となるが、空港の検疫のプロセスの関係で、アプリ

「PeduliLindungi」が無くなって新しいアプリが導入されたところ、入国プロセスに

大きな影響はないかと思うが、何か情報があれば共有いただきたい。 

（大使館領事部長より、以下を説明。 

・ アプリ「PeduliLindungi」は、これをアップデートすると「SatuSehat」と違う

名前のアプリに変わり、内容も違うものになる。私が昨年カンボジアから赴任し

た際には、カンボジアで打った３回のワクチンを現地でアプリに入力してきた

が、先週、アプリが「SatuSehat」に変わったため E メールアドレスを入力した

ところ、カンボジアで打ったワクチン名や日付などの情報がすべて引き継がれ

た。ただ、現時点でアプリに入った証明書をどこかで求められることもなく、特

に使う機会はない。「SatuSehat」は今後、ワクチンの管理だけでなく、病院の

予約や病歴なども管理できるようになるようで、日本の MySOS アプリに近いも

のに変わった印象。人によってはスムーズにアプリを移行できた方もいれば、そ

うでない方もいると聞いており、当館でフォローしてはいるものの正式にはまだ



案内できていない状況。詳細が分かり次第、ウェブサイト等で案内したい。） 

（航空会社より、以下を説明。 

・ 空港の状況を共有させていただく。元々は、検疫の手前の場所にたくさんの QR

コードの看板が設置されており、入国の時にはグリーンを表示して入国されてい

たと思うが、あの看板は撤去されたと聞いている。他方で、アプリ

「SatuSehat」のダウンロードが必要ないとは我々も正式に確認できていない状

況で、ご案内が難しいが、実態として到着時にこのアプリを使うという状況は現

時点ではない。） 

（企業からの報告） 

特段の報告事項はなし。 

（企業からの報告） 

特段の報告事項はなし。 

（企業からの報告） 

特段の報告事項はなし。 

（企業からの報告） 

特段の報告事項はなし。 

（JJC） 

  特段の報告事項はなし。 

（JICA） 

特段の報告事項はなし。 

（チカラン日本人学校） 

 特段の報告事項はなし。先週、終業式及び卒業式を終えて、2023 年度は４月１３日

から、新しく５０名ほどの児童生徒を迎えてスタートする。 

 

５．その他 

（大使館領事部長） 

 ２点報告させていただく。 

１点目は、以前海安協でもご質問があった、羽田・成田両空港で実施されている海

外在留邦人向けのワクチン接種については、5 月 8 日から日本では新型コロナが感染

症法上 2 類から 5 類に格下げとなるがワクチン接種は引き続き公費で賄うという情報

があったため、外務省の担当部署からもそういったことも念頭に空港の事業の継続の

可否を検討しているという話を聞いていたが、既に領事メールでもお伝えしたとお

り、羽田空港接種会場は３月２８日、成田空港第一ターミナル接種会場は３月２７

日、成田空港第二ターミナルは３月２９日が最終接種実施日となる。４月以降、日本

帰国時に空港では接種できないので、気を付けていただきたい。 



 ２点目は、先週領事メールでお伝えしたとおり、３月２７日からパスポートの申請

がオンラインでできるようになる。具体的にはスマホにアプリ「パスポート申請（海

外在留邦人用）」をダウンロードいただき、これに自身の写真等をアップロードして申

請することが可能となる。これまでは申請時とパスポートの受領時とで、最低二回は

大使館に来館いただく必要があったところ、パスポートを取りに来るだけで済むこと

になる。パスポートの更新の場合は、有効期限が１年未満、または当地のビザの関係

で１年半未満の場合は申請ができるので、もうすぐパスポートが切れる方などは、新

しい申請方法をご利用ください。 

 

次回海安協は 2023 年４月 11 日（火）で開催予定。開催方式は検討中。 


